
2012年4月研究会

日 時：2012年 4月 20日（金曜）18:00～20:00
会 場：同志社大学寒梅館 6階大会議室

講演者：一澤信三郎（株式會社一澤信三郎帆布 店主）

演 題：「思い通りに行かんのが世の中ですなあ」

司 会：林廣茂（西安交通大学管理大学院客員教授、本学会理事）

主 催：一般社団法人事業承継学会

    同志社大学技術・企業・国際競争力研究センター（ITEC）

講師プロフィール                       

一澤信三郎（いちざわ しんざぶろう）

昭和 46 年 3月、同志社大学卒業。同年４月、朝日新聞大阪本社入社。

昭和 55 年４月、一澤帆布入社。昭和 58 年 9 月、同社代表取締役社長

就任。平成18年3月、株式會社一澤信三郎帆布設立、同社代表取締役

社長就任。

＜講演要旨＞

明治末の創業以来、丈夫で長持ち、シンプルで使い勝手の良い、カバンなど帆布製品を

作ってきました。京都で作って京都で売るをモットーに、一切「卸」をせず、一店舗での

販売を守っています。長年使い込んで傷んだものでも、可能な限り修繕にも応じています。

平成１７年、思いがけず相続のトラブルで、商号、商標を失い、一からの出発となりま

した。長年の対面販売で、お客さまとの距離が近かったのが幸いして、「信三郎帆布」のラ

ベルでも、中身は変わらないことが世間に認められ、新しいブランドに移行することがで

きました。平成２０年、大阪高裁で逆転勝訴し、昨年から、昔ながらの「一澤帆布製」の

カバンも店頭に並べることができるようになっています。

研究会参加者：37名


